
 NO．772 令和 6(2024)年 9 月 1 日(日)              編集・発行 小笠原村総務課 

 

-1- 

         編集・発行  小笠原村総務課                

〒100－2101 

          東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

              FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス             

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

8/22現在 

父島 

100/100 

母島  

92.2/100 

7月気象状況  (父島) 

最高気温 34.1℃ 

最低気温 25.2℃ 

平均気温 29.2℃ 

平均湿度 83％ 

月降水量 20.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(８/1) 

      2,504人 

      父島   母島         

 人口  2,080人  424人 

 世帯  1,243     259 

                   
 

                
 

            

  

国
や
東
京
都
の
協
力
の
も
と
、
自
衛
隊
航
空
機
に

よ
る
小
笠
原
村
民
を
対
象
と
し
た
硫
黄
島
訪
島
事
業

を
７
月
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
戦
前
の
暮
ら

し
を
偲
ん
で
、
生
活
跡
や
小
学
校
跡
、
戦
跡
等
を
巡

り
、
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
硫
黄
島
旧
島
民

平
和
祈
念
墓
地
公
園
に
お
い
て
献
花
に
よ
る
旧
島
民

慰
霊
を
行
い
ま
し
た
。 

か
つ
て
の
硫
黄
島
は
、
南
国
の
恩
恵
を
存
分
に
享

受
し
、
豊
か
で
平
和
な
島
で
し
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て

荒
廃
し
、
さ
ら
に
旧
島
民
の
帰
島
も
許
さ
れ
な
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。 

村
と
し
て
は
今
後
も
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
を
行
う

と
共
に
、
遺
骨
収
集
帰
還
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
硫
黄
島
旧
島
民
を
対
象
と
し
た
硫
黄
島
訪

島
事
業
は
11
月
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 【参
加
人
数
】
６５
名
（う
ち
中
・高
校
生
13
名
） 

                  

                                      

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

小
笠
原
海
運
に
よ
る
「硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
」

(

10
月
19
日
、
20
日
開
催)

の
参
加
費
用
を
、
小
笠

原
村
で
一
部
補
助
し
ま
す
。 

 【補
助
対
象
者
】小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

令
和
６
年
９
月
１
日
現
在) 

【補
助
内
容
】 

父
島⇌

硫
黄
島
間
の
ク
ル
ー
ズ
代
金(

２
等
和
室)

の
４
分
の
１
を
後
日
支
給 

【申
請
期
間
】
10
月
22
日(

火)

ま
で 

【申
請
窓
口
】総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【必
要
添
付
書
類
】 

①
小
笠
原
村
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
本
人
確

認
書
類(

免
許
証
・住
民
票
等)

の
写
し(

参
加
者
全

員
分) 

②
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
の
領
収
証
の
写
し 

(

参
加
者
全
員
分) 

③
口
座
振
替
依
頼
書(

申
込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し

ま
す
。) 

【注
意
事
項
】 

※
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
の
参
加
申
込
み
は
、
小
笠

原
海
運
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

(

詳
細
は
村
民
だ
よ
り
８
月
号
に
掲
載) 

※
母
島
在
住
の
参
加
者
は
、
10
月
19
日(

土)

に
村

の
は
は
じ
ま
丸
チ
ャ
ー
タ
ー
便(

無
料)

で
父
島
へ

移
動
で
き
ま
す
。 (

復
路
は
自
己
負
担) 

※
硫
黄
島
旧
島
民
の
皆
さ
ま
に
は
旧
島
民
向
け
の
案

内
を
郵
送
に
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
の
参
加
費
を 

一
部
補
助
し
ま
す 

「硫
黄
島
訪
島
事
業(

村
民
向
け)

」実
施
報
告 

参加者の集合写真 

祈念公園での献花 医務科壕にて 硫黄ヶ丘にて 
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物
価
高
へ
の
支
援
と
し
て
、
令
和
６
年
度
に
新
た
に

住
民
税
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
と
な
っ
た

世
帯
を
対
象
に
、
１
世
帯
あ
た
り
１０
万
円
を
給
付
し

ま
す
。 

さ
ら
に
対
象
世
帯
の
う
ち
、
１８
歳
以
下
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円(

子
ど
も
加
算)

を
支
給
し

ま
す
。  

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
９
月
中
に
確
認
書
等
を
送

付
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。  

※
今
回
は
令
和
６
年
度
に
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方

の
み
の
給
付
で
す
。 

令
和
５
年
度
の
「非
課
税
世
帯
給
付
金
７
万
円
」、

「均
等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付
金
１０
万
円
」を
受
給

さ
れ
た
世
帯
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 【支
給
対
象
世
帯
の
要
件
】 

①
基
準
日(

令
和
６
年
６
月
３
日)

に
お
い
て
、
小
笠

原
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と
。 

②
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
非
課
税
ま

た
は
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。 

③
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の

み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
は
な
い
こ
と
。 

④
租
税
条
約
に
よ
る
住
民
税
の
免
除
を
届
け
出
て
い

る
方
が
い
な
い
こ
と
。 

⑤
す
で
に
他
自
治
体
か
ら
世
帯
主
と
し
て
同
趣
旨
の

給
付
金(

１０
万
円)

を
受
給
し
た
方
が
い
な
い
こ
と 

 

【申
請
期
限
】
１０
月
３１
日(

木) 

※
９
月
中
に
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書
等
を
掲
載

予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
・提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

 

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
、
都

内
民
営
バ
ス(

19
社)

、
都
営
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都

電
、
日
暮
里
・舎
人
ラ
イ
ナ
ー
、
八
丈
町
営
バ
ス
、
三
宅

村
営
バ
ス
を
無
料
で
利
用
い
た
だ
け
る
「東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
令
和
６
年
度
の
住
民
税
が
課
税
の
方 

…

２
万
５
１
０
円 

②
令
和
６
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

…

１
千
円 

③
令
和
６
年
度
の
住
民
税
が
課
税
だ
が
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
方 

…
１
千
円 

④
令
和
５
年
度
経
過
措
置
の
う
ち
平
成
17
年
度
の

住
民
税
が
非
課
税
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
１
千

円
で
パ
ス
の
発
行
を
受
け
た
方
の
更
新 

 

…

１
千
円 

【パ
ス
の
有
効
期
限
】令
和
７
年
９
月
30
日 

【必
要
書
類
】 

〇
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

〇
介
護
保
険
料
納
入(

決
定)

通
知
書
、
住
民
税
課
税

／
非
課
税
証
明
書
な
ど
合
計
所
得
金
額
を
確
認
で

き
る
も
の 

〇
「シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
」お
よ
び
現
在
使
用

中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス(

更
新
の
方
の
み) 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

 

  

令
和
５
年
度
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
」(

令
和

５
年
４
月
～
令
和
６
年
３
月
分)

に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

寄
附
金
は
い
っ
た
ん
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
基

金
」に
積
み
立
て
を
行
い
、
村
の
振
興
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【使
途
別
】 

                           
●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係  

 

２―

３
１
１
２ 

   

放
送
設
備
の
保
守
点
検
作
業
の
た
め
、
テ
レ
ビ
放

送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【日
時
】 

《父
島
》９
月
５
日(

木) 

午
前
０
時
～
５
時 

《母
島
》９
月
８
日(

日) 

午
前
０
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

     

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【営
業
可
能
期
間
】 

１０
月
１
日(

火)

～
１２
月
３１
日(

火) 

【申
込
期
間
】９
月
２
日(

月)

～
１７
日(

火) 

詳
細
・申
込
み
方
法
な
ど
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

   

小
笠
原
村
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
審
査
会
に
お

け
る
審
査
結
果
に
基
づ
き
、
認
定
農
業
者
の
認
定
を

行
い
ま
し
た
。 

新
た
に
認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
を
ご

紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略
、
順
不
同) 

【今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
農
業
者
】 

《父
島
》Ｕ
Ｓ
Ｋ
＆
Ｃ
ｏ
．合
同
会
社(

更
新)

、 

森
本
浩
吉(

新
規) 

《母
島
》小
松
武
人(

更
新) 

【今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
新
規
就
農
者
】 

《母
島
》玉
川
敏
弘 

【こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
認
定
農
業
者
】 

《父
島
》野
瀬
も
と
み 

《母
島
》門
脇
脩
、
越
立
さ
ち
子
、
比
企
理
史
、 

藤
谷
明
憲
、
折
田
雅
敏
、
小
松
朗
生
、 

早
川
保
、
濱
﨑
泰
宏 

№ 寄附金の使途 件数 寄附金額 

１ 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 421件 14,730,000円 

２ 福祉施策の充実に関する事業 53件 1,715,000円 

３ 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 66件 2,220,000円 

４ 指定なし 26件 873,000円 

５ 登山道整備（クラウドファンディング型） 95件 2,404,300円 

合計 661件 21,942,300円 

 

令
和
６
年
度 

 
低
所
得
者
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ 

 

東
京
都 

シ
ル
バ
ー
パ
ス 

 

小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金 

保
守
作
業
に
伴
う
テ
レ
ビ
放
送
の 

一
時
休
止
に
つ
い
て 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
者(

扇
浦
園
地) 

を
募
集
し
ま
す 

 

認
定
農
業
者
の
紹
介 
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【こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
認
定
新
規
就
農
者
】 

《父
島
》山
縣
広
宣 

《母
島
》諸
澤
妙
子 

 

認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
新
規
就
農
者
は
、
地
域

の
農
業
の
担
い
手
ま
た
は
将
来
の
担
い
手
と
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
る
方
を
村
が
認
定
し
、
そ
う
し
た
農

業
者
の
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・団
体
と
し
て
連
携

支
援
す
る
制
度
で
す
。 

 

認
定
農
業
者
に
な
り
た
い
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
い
う
方
は
、
産
業
観
光
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―
３
１
１
４ 

   
 

 

小
笠
原
村
消
防
団
は
、
８
月
18
日
に
今
年
度
第
２

回
目
の
定
期
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

                      

 

小
笠
原
村
消
防
団
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
定
期
的

に
行
い
、
地
域
住
民
の
生
命
・財
産
を
守
る
た
め
、
団

員
一
同
こ
れ
か
ら
も
油
断
な
く
緊
急
出
動
に
備
え
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
地
域
の
た
め
に
消
防
団
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。 

 
 

父
島
、
母
島
共
に
団
員
が
不
足
し
て
お
り
、
随
時

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【入
団
資
格
】 

父
島
・母
島
に
住
民
票
登
録
さ
れ
て
い
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
方(

男
女
問
わ
ず) 

【募
集
人
数
】父
島
34
名
・母
島
６
名 

【報
酬
】 

一
定
の
金
額
の
年
報
酬
と
、
出
動
の
際
は
出
動
報

酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

※
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
７
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

    
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

９
月
１
日
付 

【昇
任(

課
長
級)

】《 

》内
は
旧
所
属 

建
設
水
道
課
副
参
事(

上
下
水
道
担
当) 

 

老
松 

宏
孝
〔技
師
〕 

《建
設
水
道
課
課
長
補
佐
》 

   

◎
介
護
福
祉
士(

締
切
：
10
月
４
日) 

※
受
験
資
格
：昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

◎
技
術(

締
切
：
10
月
31
日) 

※
受
験
資
格
：昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方 

◎
技
術
【経
験
者
採
用
】(

締
切
：
10
月
31
日) 

※
受
験
資
格
：昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
公
務
員(

技

術
職)

経
験
２
年
以
上
、
ま
た
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協

力
隊
と
し
て
の
経
験
が
あ
る
方 

 

詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、 

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

  

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』で
は
会
計
年
度
任

用
職
員(

パ
ー
ト
タ
イ
ム)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

①
介
護
員(

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習

修
了
相
当)

若
干
名 

【業
務
内
容
】介
護
業
務
全
般 

【勤
務
時
間
】 

午
前
６
時
～
午
後
８
時
15
分
の
間
の
シ
フ
ト
勤
務

ま
た
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で

希
望
に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤
務
可 

【報
酬
額(

時
給)

】１
１
１
４
円
～
１
３
１
８
円 

 

②
介
護
助
手
：若
干
名 

【業
務
内
容
】 

入
居
者
の
衣
類
の
洗
濯
、
清
掃
な
ど 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分
ま
で
の
う
ち
、

３
～
６
時
間
勤
務 

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
働
け
ま
す
。 

【報
酬
額(

時
給)

】１
１
１
３
円
～
１
２
０
５
円 

【条
件
等
】 

ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
い
う
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
の
方

(
60
～
75
歳
く
ら
い)

、
育
児
や
家
事
と
無
理
な

く
両
立
で
き
る
時
間
で
働
き
た
い
と
い
う
方
、
大

歓
迎 

 

【応
募
方
法
】 

応
募
先
に
連
絡
後
、
市
販
の
履
歴
書(

顔
写
真
添

付)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ

い
。(

任
用
の
際
、
免
許
証
、
資
格
証
等
の
写
し
が
必

要
と
な
り
ま
す) 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・応
募
先 

 
 
 

太
陽
の
郷 

採
用
担
当 

 
 
 
 

２―

３
８
８
１ 

   

今
年
度
も
、
小
笠
原
小
学
校
・中
学
校
の
改
築
工

事
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が
一
部
制
限
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
競
技
種
目
を
制

限
す
る
形
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。 

【日
時
】 

９
月
２８
日(

土) 

午
前
８
時
２０
分
～
午
後
０
時
３０
分
ま
で(

予
定) 

※
開
門:

６
時
４５
分
～(

前
年
度
か
ら
変
更) 

【参
観
者
】  

保
護
者
お
よ
び
学
校
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ま 

【会
場
図
】(

工
事
の
た
め
変
更
の
可
能
性
あ
り)  

                    

放水訓練(父島) 

小
笠
原
村
消
防
団 

定
期
訓
練 

 
小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

ドローン操縦訓練（父島） 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集(

太
陽
の
郷) 

 

「小
中
高 

連
合
運
動
会
」の
お
知
ら
せ 
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【競
技
】競
技
種
目
を
縮
小
、
変
更
し
て
実
施
。 

(

地
域
参
加
種
目
は
実
施
し
ま
せ
ん
。) 

《実
施
し
な
い
種
目
》 

玉
入
れ
、
く
る
く
る
風
車
、
地
域
職
場
対
抗
綱
引

き
、
地
域
職
場
対
抗
リ
レ
ー 

《前
年
度
に
引
き
続
き
行
う
種
目
》 

 

大
玉
送
り(

小
中
高
三
校
合
同
種
目) 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

    

２
ー
２
０
１
２ 

   

令
和
７
年
二
十
歳
を
祝
う
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【開
催
日
】 

 

《父
島
》１
月
２
日
（木
） 

午
後
２
時
～ 

 

《母
島
》１
月
３
日(

金) 

午
前
１０
時
３０
分
～ 

【対
象
者
】 

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方 

②
村
外
に
転
出
し
て
い
る
が
、
小
笠
原
村
の
小
・中
学

校
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、

出
席
を
希
望
す
る
方 

【申
込
方
法
】 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
お
申
込
い
た
だ

け
ま
す
。 

  【申
込
〆
切
】
10
月
４
日(

金)

ま
で 

 

詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

    

教
科
用
図
書
展
示
会
で
は
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令
和
７
年
度
～
10
年
度
ま
で
、
村
立
中
学
校
で
使

用
す
る
教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。  

※
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
▼ 

                    

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 
２―

３
１
１
７ 

   

◎
「お
が
っ
子
ア
ー
ト
・ス
ク
ー
ル
」 

 

本
校
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
美
術
・音
楽
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。  

絵
の
具
や
絵
本
読
み
歌
い
、
プ
チ
音
楽
会
な
ど
で

あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

【日
時
】９
月
16
日
（月
・祝
） 

《１
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
》 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《３
～
５
歳
児
（年
少
～
年
長
）と
そ
の
保
護
者
》 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

【講
師
】本
校
教
科
担
当
者
・保
育
士 

【定
員
】各
10
組
（応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
） 

【参
加
費
】無
料 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
ー
２
３
４
６ 

（平
日
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
５
時
） 

        

東
京
都
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
「小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」(

令
和
６

年
度
～
令
和
10
年
度)

を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

本
計
画
は
、
小
笠
原
諸
島
の
今
後
５
年
間
の
振
興

開
発
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。 

 

計
画
は
、
東
京
都
総
務
局
行
政
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

( h
ttp

s://w
w

w
.so

u
m

u
.m

e
tro

.to
k
y
o
.lg

.j

p
/0

5
g
y
o
u
s
e
i/0

6
sin

k
o
u
o
g
a
s
a
w

a
ra

k
a
ih

a
tsu

k
e
ik

a
k
u
R

6
0
8
2
9
.h

tm
l)

で
公
表
し
て
い

る
ほ
か
、
小
笠
原
支
庁
や
都
民
情
報
ル
ー
ム( 

東
京

都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
北
側)

で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

・東
京
都 

総
務
局 

行
政
部
振
興
企
画
課 

小
笠

原
振
興
担
当  

０
３―

５
３
８
８―

２
４
４
５ 

 
 

・村
役
場 

総
務
課 

企
画
政
策
室
２―

３
１
１
１ 

     

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

(

株)

は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
、
母
島
に
お
い
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
電
力
供
給
を
行
う
た
め
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
で
は
、
母
島
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池

な
ど
を
設
置
し
、
島
内
に
電
力
供
給
を
行
う
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
自
然
環
境
調
査
や
専
門
家
の
意
見

を
踏
ま
え
た
工
事
設
計
を
行
い
、
昨
年
末
よ
り
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。 

 

工
事
の
中
間
報
告
と
し
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
や
今

後
の
工
事
予
定
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【日
時
】９
月
５
日(

木) 

午
後
４
時
～
／
午
後
６
時
30
分
～ 

※
同
じ
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。
１
時
間
程
度
。 

【場
所
】母
島
支
所 

２
階
大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
次
の
４
点
を
テ
ー
マ
に
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

①
反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進
や
安
全
な
横
断
方
法

の
実
践
等
に
よ
る
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止 

②
夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ

ー
ム
の
活
用
促
進
と
飲
酒
運
転
等
の
根
絶 

③
自
転
車
・特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
利
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守 

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

【期
間
】９
月
２１
日(

土)

～
３０
日(

月)

の
１０
日
間 

※
安
全
運
動
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
等
の
各
種
交
通
違
反
の
取
締
り
も
強
化
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン(

交
通
少
年
団
活
動) 

【日
時
】９
月
２３
日(

月)

午
前
１０
時
～
１１
時 

(

雨
天
中
止) 

【場
所
】東
町 

生
協
横
三
角
広
場 

【内
容
】 

島
民
・来
島
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動 

パ
ト
カ
ー
・白
バ
イ
等
の
体
験
乗
車(

写
真
撮
影
可) 

 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
▼ 

令
和
７
年 

二
十
歳
を
祝
う
会 

村
立
中
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」 

を
策
定
し
ま
し
た 

「
母
島
太
陽
光
発
電
設
備
建
設
事
業
」

説
明
会(

中
間
報
告) 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

 

特
別
の
教
科 

道
徳 

外
国
語 

(

英
語) 

技
術
・ 

家
庭 

保
健
体
育 

美
術 

音
楽 

理
科 

数
学 

社
会 

書
写 

国
語 

教
科 

(

家
庭
分
野) 

(
技
術
分
野) 

(

楽
器
合
奏) 

 

(

一
般) 

(

地
図) 

(

公
民
的
分
野) 

(

歴
史
的
分
野) 

(

地
理
的
分
野) 

光
村
図
書
出
版 

光
村
図
書
出
版 

開
隆
堂
出
版 

開
隆
堂
出
版 

大
修
館
書
店 

光
村
図
書
出
版 

教
育
芸
術
社 

教
育
芸
術
社 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

光
村
図
書
出
版 

光
村
図
書
出
版 

発
行
者 
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◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会                                

【日
時
】９
月
２６
日(

木)

午
後
６
時
～ 

【場
所
】村
民
会
館
体
育
館 

【内
容
】交
通
安
全
の
講
話
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

２―

２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

 
 
 

３―

２
１
１
０ 

                                          
 

【試
験
日
時
】
１０
月
２７
日(

日)

午
前
９
時
～ 

【申
込
締
切
】
１０
月
２６
日(

土)

午
後
４
時
３０
分
ま
で 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
お
よ
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り

ま
す
。 

※
電
話
で
の
申
込
み
は
、
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。 

【試
験
場
所
】小
笠
原
警
察
署 

《学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て≫

 

 

実
技
講
習
を
、
１１
月
２３
日(

土)

に
警
察
署
敷
地
内

で
原
付
の
整
備
点
検
要
領
お
よ
び
島
内
路
上
走
行
訓

練
を
実
施
予
定
。 

※
実
技
講
習
は
天
候
等
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 

 
 
 

２―

２
１
１
０ 

   

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
令
和
６
年
１０
月
１
日
か
ら

時
間
額
１
，
１
６
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。 

東
京
都
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。 

●
問
合
せ
先 

 

・東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課 

０
３-

３
５
１
２-

１
６
１
４(

直
通) 

 

・東
京
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー 

０
１
２
０―

２
３
２―

８
６
５ 

   

東
京
都
で
は
、
毎
年
９
月
と
３
月
を
自
殺
対
策
強

化
月
間
に
位
置
づ
け
、
「自
殺
防
止
！
東
京
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
自
殺
者
数
は
、

平
成
23
年
を
境
に
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年

以
降
は
増
加
傾
向
と
な
り
、
毎
年
２
，
０
０
０
人
の
方

が
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。 

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
、
「誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
危
機
」で
あ
り
、
誰
も
が
当
事
者
と
な

り
得
る
重
大
な
問
題
で
す
。
自
殺
の
背
景
に
は
、
仕

事
や
金
銭
問
題
、
健
康
問
題
、
家
庭
、
育
児
や
人
間
関

係
な
ど
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
危
険
な
心
理

状
態
に
陥
っ
て
い
く
の
が
一
般
的
で
す
。
誰
も
助
け
て

く
れ
な
い
と
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
生
き

て
い
る
の
が
つ
ら
い
と
き
な
ど
、
相
談
で
き
る
窓
口
が

あ
り
ま
す
。 

 

「こ
こ
ナ
ビ
」は
、
東
京
都
の
自
殺
総
合
対
策
に
関
す

る
情
報
を
集
約
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
悩
み
別
の

相
談
窓
口
や
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
等
、

様
々
な
情
報
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡

単
に
検
索
で
き
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼ 

 

【相
談
先
】 

《電
話
で
相
談
》 

～
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
～ 

 

０
５
７
０―

０
８―

７
４
７
８ 

※
年
中
無
休 

正
午
～
翌
朝
５
時
30
分
ま
で 

《Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
》  

 

友
だ
ち
追
加
し
て
相
談 

 
 
 

▼ 

 

※
年
中
無
休 

午
後
３
時
～
午
後
10
時
30
分
ま
で 

《電
話
・面
接
等
で
相
談
》 

 
･

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

２―

２
９
５
１ 

 
･

村
役
場 

村
民
課
福
祉
係(

父
島)

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所(

母
島) 

 
 

３―

２
１
１
１ 

 

・都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

「こ
こ
ろ
の
電
話
相
談(

匿
名
相
談)

」 

０
３―

３
８
４
４―

２
２
１
２ 

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

(

祝
日
・年
末
年
始
を
除
く) 

  

【実
施
日
程
】９
月
18
日(

水) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】９
月
２７
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(
受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

 
 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

 

   

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【日
時
】９
月
２
日(

月)

午
前
１１
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

〇
９
月
は
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
準
備
期
間
で
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
お
よ
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管

理
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
10
月

１
日
～
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間
を
実
施
し
て
お
り
、

９
月
１
日
～
30
日
を
準
備
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。 

各
事
業
場
に
お
い
て
は
、
労
働
衛
生
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
定
着
の

た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 1 　 1 3 5 　 2 2 4 6

8 10 12 8 10 3 5 7 8 10 12 5 7 9 9 11 13

15 17 19 13 15 17 10 12 14 17 19 14 16 18 20

22 24 26 20 22 24 17 19 21 22 24 26 19 21 23 25 27

27 29 31 24 26 28 29 31 26 28 30 30

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和６年度下半期にも実施します。

令和６年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和６年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

原
付
免
許
学
科
試
験 

 

東
京
都
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ 

 

「
自
殺
防
止
！
東
京
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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《今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》 

「推
し
て
ま
す 

み
ん
な
笑
顔
の 

健
康
職
場
」 

※
実
施
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 
労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

       

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【日
程
】 

《母
島
》
11
月
20
日(

水)

～
21
日(

木) 

《父
島
》
11
月
23
日(

土)

～
28
日(

木) 

※
予
約
受
付
は
11
月
１
日(

金)

開
始
で
す
。
予
約
方

法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【基
本
健
診
対
象
者
】 

年
齢
の
基
準
日
は
全
て
令
和
７
年
３
月
31
日 

〇
30
歳
～
39
歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方

(

た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
健
診
対
象
で

35
歳
以
上
の
方
は
、
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
事
前

登
録
が
必
要
。) 

〇
40
歳
～
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方(

年
度
途
中
に
加
入
し
た
方
を
含
む) 

〇
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

 

〇
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

※
次
の
方
々
も
同
じ
日
程
で
、
健
康
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

〇
一
部
の
官
公
署
等
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

(

各
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
事
前
登
録
が
必
要
。) 

 

◎
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て 

 
 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、
基
本
健
診
の
ほ
か
に

次
の
が
ん
検
診
等
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。 

〇
胃
が
ん
検
診(

胃
カ
メ
ラ) 

･･･

50
歳
以
上
の
方
、
も
し
く
は
昨
年
度
の
内
視
鏡

検
査
で
所
見
の
あ
っ
た
方 

 

〇
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診 

･･･

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
50
歳
以
上
で

喫
煙
指
数(

１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数)

が
６
０

０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
上
で
６
ヶ
月
以
内
に
血

痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方 

 

〇
大
腸
が
ん
検
診(

便
潜
血
検
査) 

･･･

40
歳
以
上
の
方 

(

父
島)-

健
康
診
断
時
に
希
望
者
に
容
器
を
配
布 

(

母
島)-

予
約
受
付
時
に
容
器
を
配
布 

※
ど
ち
ら
も
指
定
さ
れ
た
日
に
提
出
と
な
り
ま
す
。 

 
〇
前
立
腺
が
ん
検
診 

･･･

基
本
健
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

(

都
職
員
共
済
組
合
加
入
者
を
除
く) 

 

〇
肺
が
ん
・結
核
検
診(

胸
部
Ｘ
線) 

･･･

40
歳
以
上
の
方 

 

〇
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診(

Ｂ
型
・Ｃ
型) 

･･･

40
歳
の
方 

 

〇
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

･･･

40
歳
以
降
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

(

健
診
当
日
、
対
象
の
方
に
お
声
か
け
し
ま
す
。) 

 

〇
女
性
が
ん
検
診(

子
宮
頸
が
ん) 

･･･

20
歳
以
上
の
方(

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
内
地
や

村
内
の
専
門
診
療
で
も
受
診
で
き
ま
す
。 

 

〇
女
性
が
ん
検
診(

乳
が
ん
・超
音
波
検
査) 

･･･

30
歳
以
上
の
方 

(

今
回
の
健
診
を
さ
れ
な
い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使

っ
て
内
地
で
Ｘ
線
撮
影
の
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま

す
。) 

 

４
月
以
降
に
女
性
が
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ
れ

た
方
は
今
回
の
女
性
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

 

が
ん
検
診
等
は
、
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
し
、
対

象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

た
だ
し
、
次
の
方
は
、
９
月
20
日(

金)

ま
で
に
村

役
場
へ
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
村
民
課
住
民
係
ま

た
は
母
島
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【事
前
登
録
が
必
要
な
方
】 

①
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
事
業
主
の
方 

…

基
本
健
診
対
象
者(

35
歳
以
上
の
被
保
険
者)

を
と
り
ま
と
め
て
、
事
業
所
あ
て
に
届
い
た
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
、

が
ん
検
診
等
の
み
を
受
診
し
た
い
方 

(

20
代
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
希
望
の
方
も) 

…

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
特
定
健
診
受
診
券(

セ
ッ
ト
券)

を
お
持
ち
の
方 

…

特
定
健
診
受
診
券
と
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。 

 ◎
風
し
ん
抗
体
検
査 

次
の
対
象
者
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

 

昭
和
37
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
の
男
性(

45
歳
～
62
歳) 

た
だ
し
、
既
に
十
分
な
抗
体
の
所
有
が
判
明
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
風
し
ん
予
防
接
種
を
さ
れ
た
方
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

◎
健
診
期
間
中
に
内
地
上
京(

滞
在)

に
よ
り
、
島
内
で

受
診
が
で
き
な
い
方 

９
月
20
日(
金)
ま
で
に
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母

島
支
所
に
受
診
希
望
日
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

【受
診
可
能
日
程
】 

11
月
14
日(

木)

～
令
和
７
年
１
月
31
日(

金) 

※
土
日
祝
祭
日
・年
末
年
始
を
除
く 

【受
診
場
所
】こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

(

東
京
都
千
代
田
区) 

【登
録
期
限
】９
月
20
日(

金)

ま
で 

※
期
限
内
に
登
録
で
き
な
い
場
合
は
、
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
い
た

だ
い
た
後
、
11
月
１
日(

金)

以
降
に
受
診
票
が
お

手
元
に
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
直
接
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
に
予
約
の
お
電
話
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
例
年
予

約
が
取
り
に
く
い
状
況
に
な
り
ま
す
こ
と
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

９
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】 

《日
時
》９
月
５
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》９
月
５
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  

 

２―

３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 
   

３―

２
１
１
１ 

     

定
期
予
防
接
種 

第
47
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 
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対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】９
月
12
日(
木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―
３
９
３
９ 

 

   

身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を

ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】９
月
17
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【場
所
】母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

       

３―

２
１
１
１ 

   

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ
ガ

を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】９
月
９
日(

月) 

○
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

対
象
：お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

○
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

対
象
：お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【持
ち
物
】 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い) 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【申
込
締
切
】９
月
６
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

   

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

９
月
は
水
あ
そ
び
を
行
い
ま
す
。 

【対
象
者
】１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

【日
時
】９
月
25
日(

水)

午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

外
広
場 

【持
ち
物
】 

濡
れ
て
も
良
い
服
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物 

【申
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】９
月
20
日(

金) 
 

【募
集
組
数
】最
大
10
組 

 
※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

    

皆
で
楽
し
く
歩
い
て
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん

か
？ 今

回
は
南
﨑
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
往
復
の
約
８
キ
ロ

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
確
認
、
完
歩
証
も

あ
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】９
月
28
日(

土)

午
前
８
時
～
11
時 

(

受
付
は
、
午
前
８
時
～
８
時
15
分) 

【対
象
者
】６
歳
以
上
の
方 

【集
合
場
所
】母
島
支
所
駐
車
場 

【持
ち
物
】運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

【申
込
締
切
】９
月
27
日(

金) 

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
受
付
時
間
１
時
間
前
以
降
に
０
８
０―

８
８
６

７―

３
４
３
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３―

２
１
１
１ 

    

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談
に
、
東
京

都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、
児
童

福
祉
司
が
応
じ
ま
す
。 

【相
談
内
容
】 

〇
児
童(

18
歳
未
満)

の
健
康
に
関
す
る
相
談 

〇
育
成
相
談(

落
ち
着
き
が
な
い
、
友
達
が
で
き
な
い
、

い
じ
め
ら
れ
る
、
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
チ
ッ

ク
等
の
習
癖
な
ど) 

 
 

〇
知
的
・身
体
障
害
相
談(

知
的
発
達
の
遅
れ
、
肢
体

不
自
由
、
こ
と
ば
の
遅
れ
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
、
注

意
欠
陥
・多
動
な
ど
が
あ
る
方) 

〇
非
行
相
談(

家
出
、
金
銭
持
ち
出
し
、
性
的
い
た
ず

ら
、
暴
力
な
ど
が
あ
る
と
き) 

【日
時
・場
所
】 

《母
島
》  

10
月
５
日(

土)

午
後
／ 

10
月
６
日(

日)

午
前 

母
島
支
所 

２
階
小
会
議
室 

《父
島
》  

10
月
７
日(

月) 

午
前
・午
後 

10
月
８
日(

火) 

午
前 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【申
込
締
切
】９
月
20
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
       

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所          

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

     

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
受
付
】 

平
日
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
の
間
に
、
電
話

に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》９
月
２
日(

月)

～
５
日(

木) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

  

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
受
付
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《診
療
日
》
10
月
２
日(

水)

～
７
日(

月) 

 
 
[

注
：
10
月
３
日(

木)･

５
日(

土)

は
休
診
で
す] 

 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《診
療
日
》９
月
29
日(

日)

、
30
日(

月) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所   

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 
  

３―

２
１
１
５ 

       

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診(

父
島) 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

育
児
学
級(

親
子
ヨ
ガ
教
室)(

父
島) 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ)(

父
島) 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

は
じ
め
よ
う
！ 

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

(
母
島) 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

小
笠
原
地
区
巡
回
相
談(

10
月) 

 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 皮
膚
科
専
門
診
療 
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９
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                                

◎
予
約
乗
船
券
の
購
入
期
限
に
つ
い
て 

９
月
１
日
よ
り
、
電
話
や
来
店
に
て
事
前
予
約
さ

れ
た
乗
船
券
は
、
必
ず
ご
乗
船
日
の
７
日
前
を
目
安

に
窓
口
で
ご
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

購
入
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
ご
予
約
を
取
消
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
売
所 

  
 
 

３―

２
３
３
１ 

    

平
素
は
当
組
合
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

９
月
上
旬
～
１1
月
ご
ろ
ま
で
の
期
間
中
、
父
島
列

島
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
ム
ロ
ア
ジ
棒
受
け
網
漁
の
操

業
を
行
い
ま
す
。 

当
該
漁
船
の
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
操
業
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

 
 

２―

２
４
１
１ 

    

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【試
験
日
】
11
月
17
日(

日) 

【申
込
期
間
】 

９
月
30
日(

月)

～
10
月
17
日(

木)

ま
で 

【受
験
料
】 

《３
級
》３
３
０
０
円 

《２
級
》５
５
０
０
円 

【試
験
会
場
】 

《父
島
》商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《母
島
》村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

 
 ※

申
込
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・級
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
６
６
６ 

    

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
茶
道
に

よ
る
伝
統
文
化
・生
活
文
化
の
継
承
・発
展
と
子
供
た

ち
の
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

希
望
者
は
浴
衣
の
着
付
け
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【対
象
】 

５
歳
児
～
高
校
３
年
生 

(

未
就
学
児
は
、
保
護
者
と
一
緒
で
あ
れ
ば
参
加
可) 

【日
時
】日
曜
日
・全
７
回 

９
月
22
日(

日)

、
29
日(

日) 

※
運
動
会
が
延
期
の
場
合
は
30
日(

月) 

10
月
６
日(

日)

、
27
日(

日)

、 

11
月
10
日(

日)

、
17
日(

日)

、
24
日(

日) 

午
後
１
時
～
５
時
の
間
で
、
時
間
を
区
切
っ
て
行
い

ま
す
。 

短
い
時
間
で
の
ご
参
加
も
可
能
で
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

《午
後
１
時
～
２
時
》 

浴
衣
の
着
付
け 

《午
後
２
時
～
４
時
30
分
》 

茶
道
の
お
稽
古 

《午
後
４
時
30
分
～
５
時
》 

お
片
付
け 

【場
所
】奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【持
ち
物
】 

楊
枝
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
ま
た
は
足
袋
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ
、
浴
衣
一
式(

着
付
希
望
者) 

【費
用
】１
人
３
千
５
百
円(

お
茶
、
お
菓
子
代) 

※
お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
百
円(

実

費)

初
回
に
お
持
ち
下
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
返
金

は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

な
お
、
応
募
人
数
が
10
名
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。 

【申
込
締
切
】９
月
15
日
（日
） 

【主
催
】小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【講
師
】竹
田
宗
洋(

補
助
員
派
遣
：小
笠
原
茶
道
会) 

※
こ
の
事
業
は
、
「令
和
６
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化
親

子
事
業
」で
運
営
さ
れ
ま
す 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

 
 
 

０
９
０―

１
０
２
１―

０
４
１
０ 

o
g
a
s
a
w

a
ra

s
a
d
o
u
@

y
a
h
o
o
.c

o
.jp

 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
可
能
で
す
。 

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

        

皆
さ
ま
が
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
「村
民
参
加
の
森

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。 今

回
は
「母
島
の
森
」で
外
来
種
の
伐
採
に
よ
る
森

づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【日
時
】９
月
16
日(

月
・祝) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

【集
合
・作
業
場
所
】 

母
島
の
森(

母
島
静
沢
の
村
有
地
、
現
地
集
合) 

【服
装
・持
ち
物
】 

作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、
飲
み
物
な
ど 

※
作
業
は
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
刃
物
を
使
用
し
ま
す
。

必
要
な
道
具
等
は
貸
与
し
ま
す
。 

※
当
日
参
加
も
歓
迎
で
す
。
現
地
の
場
所
を
知
ら
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,636 等級 大人 小人 学生

62,130 53,160 31,070 (+2,708) 5,190 2,600 4,160

(+12,630) (+10,810) (+6,320) 17,349 (+1,240) (+620) (+1,000)

44,870 35,900 22,440 (+2,521) 6,230 3,120

(+9,120) (+7,300) (+4,560) 15,959 (+1,490) (+750)

33,800 27,040 16,900 (+2,319) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,870) (+5,490) (+3,430) 1,867

29,670 23,740 14,840 (+271)

(+6,030) (+4,820) (+3,020) 1,390 10,045

等級 村民 村民小人 身障者 (+202) (+1,597)

48,670 24,340 31,070 9,417

(+9,890) (+4,950) (+6,320) (+1,497)

31,410 15,710 22,440 8,789

(+6,380) (+3,190) (+4,560) (+1,397)

23,660 11,830 16,900 1,006

(+4,800) (+2,400) (+3,430) (+160)

20,770 10,390 14,840 759

(+4,220) (+2,110) (+3,020) (+121)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

9月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ム
ロ
ア
ジ
棒
受
け
網
漁
操
業 

の
お
知
ら
せ 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施  

子
ど
も
茶
道
教
室 

「お
茶
会
を
し
よ
う
！
」参
加
者
募
集 

 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
母
島
の
森 

森
づ
く
り
体
験
の
ご
案
内
～ 
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９
月
20
日(

金)

～
26
日(

木)

は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
達
が
飼
っ
て
い
る
イ
ヌ
や
ネ

コ
、
ウ
サ
ギ
や
小
鳥
、
鑑
賞
魚
、
昆
虫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。 

「愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
う
」、
「無
責
任
に
捨
て
な

い
」、
「逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ

ー
ジ
で
飼
う
」、
「む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
」、
「し
つ

け
を
行
う
」な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と

は
飼
い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。 

離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
を
考
慮
し
、
飼
い
主
の

方
は
、
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
と
安
全
に
気
を
配

り
、
ペ
ッ
ト
条
例
を
含
め
た
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。 

特
に
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
と

離
れ
野
生
化
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
へ

の
危
害
や
生
活
環
境
・生
態
系
へ
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

飼
い
主
の
方
は
、
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
守

る
た
め
、
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理

や
身
元
確
認
、
し
つ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く
と
と

も
に
、
同
行
避
難
の
方
法
や
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
防
災
用

品
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

飼
っ
て
い
な
い
方
も
、
暮
ら
し
や
自
然
を
守
る
た

め
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
が
必
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

○
９
月
11
日(

水)

午
前
11
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
９
月
12
日(

木)

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

            

シ
ロ
ア
リ
条
例(

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
等
の
母
島
へ
の
侵

入
防
止
に
関
す
る
条
例)

に
よ
り
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生

息
域
の
父
島
や
九
州
・沖
縄
な
ど
か
ら
の
材
木
や
植

栽
用
樹
木
等
の
持
ち
込
み
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
か
ら
の
植
栽
用
樹

木
等
は
母
島
に
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
父
島
で
保
管
し
た
材
木
を
母
島
に
輸
送
す

る
際
に
は
、
事
前
に
村
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
村

の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
シ
ロ
ア
リ
条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
母
島
で
は
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
以
外
か
ら

の
土
付
き
苗
に
つ
い
て
は
温
浴
処
理
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
島
外
か
ら
苗
を
持
ち
込
む
際
に
は
、
必
ず
事

前
に
受
付
窓
口
の
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組

合
母
島
支
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

(

温
浴
の
申
込
み
先) 

 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合
母
島
支
店 

 

３―

２
３
３
１ 

メ
ー
ル
：info

@
o
g
a
sa

w
a
ra

.isla
n
d
s.o

r.jp
 

   

集
落
周
辺
の
山
域(

母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む)

に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て
い

な
い
か
の
無
料
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無
料

で
駆
除
し
て
い
ま
す
。
特
に
木
造
家
屋
は
被
害
を
受

け
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
点
検
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
が
有
料
で
施
工
し
て
い
ま
す
。 

【申
込
期
間
】９
月
17
日(

火)

～
27
日(

金) 

【日
程
】※
日
曜
日
は
除
く 

《母
島
》９
月
27
日(

金)
～
10
月
３
日(

木) 

《父
島
》
10
月
４
日(

金)

～
14
日(

月
・祝) 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

    

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
配

信
に
て
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【日
時
】９
月
18
日(

水) 

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分(

予
定) 

【場
所
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー(

父
島
西
町) 

【会
議
の
議
題(

予
定)

】 

令
和
５
年
度
の
取
組
状
況
の
報
告 

ほ
か 

【申
込
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
配
信
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
メ
ー
ル
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
会
場
で
の
傍
聴
は
申
込
み
不
要
で
す
。 

《記
載
事
項
》 

 

件
名
：「小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会

議
の
傍
聴
登
録
」 

 

本
文
：氏
名
、
所
属
名(

個
人
の
場
合
、
所
属
名
は
不

要
で
す
。) 

《申
込
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》 

 
ro

-o
g
a
sa

w
a
ra

@
e
n
v
.g

o
.jp

 

 

【申
込
締
切
】９
月
12
日(

木)

午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２−

７
１
７
４ 

 

   

兄
島
に
は
世
界
自
然
遺
産
の
遺
産
価
値
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
多
様
な
マ
イ
マ
イ(

陸
産
貝
類)

が
生
息

し
て
い
ま
す
。
環
境
省
で
は
マ
イ
マ
イ
を
捕
食
す
る
ク

マ
ネ
ズ
ミ
対
策
と
し
て
、
令
和
２
年
度
に
ヘ
リ
コ
プ
タ

動
物
愛
護
週
間
に
ペ
ッ
ト
防
災
を
考
え
る 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

植
栽
用
樹
木
等
の
持
ち
込
み
は 

制
限
さ
れ
て
い
ま
す 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
２
回) 

 

「令
和
６
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島 

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」 

 

「兄
島
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た 

殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
」住
民
説
明
会 
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ー
を
使
っ
た
殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
、
そ
の

後
も
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
殺
鼠
剤
設
置
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
年
の
兄

島
で
は
マ
イ
マ
イ
の
生
息
密
度
が
安
定
傾
向
に
あ
り

ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
兄
島
に
お
け
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
生

息
数
は
再
び
増
加
し
て
お
り
、
い
つ
マ
イ
マ
イ
に
深
刻

な
食
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
今
年
11
月
頃
に
、
４

度
目
と
な
る
兄
島
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
殺

鼠
剤
の
空
中
散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
空
中
散
布
を
実
施
す
る
際
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
飛
行
や
殺
鼠
剤
の
散
布
方
法
、
環
境
へ
の

影
響
等
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【日
時
】 

９
月
２７
日(

金)

午
後
７
時
～
８
時(

予
定) 

【場
所
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

(

ウ
ェ
ブ
同
時
配
信
・参
加
登
録
不
要) 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

 

今
後
、
村
内
掲
示
板
に
接
続
用
の
２
次
元
コ
ー
ド
と

併
せ
て
掲
載
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２−

７
１
７
４ 

    

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
に
設
定
し
て

い
る
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
設
定
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系

保
護
地
域
部
会
に
お
い
て
、
そ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

次
の
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
ル
ー
ト
の
追
加
と
廃
止
を
検
討
し
て

い
ま
す
。 

 

(

追
加
検
討
箇
所) 

夜
明
山
西
ル
ー
ト
と
夜
明
山
ル
ー
ト
を
つ
な
ぐ 

ル
ー
ト
を
追
加
。 

(

廃
止
検
討
箇
所) 

時
雨
山
ル
ー
ト
、
吹
割
山
ル
ー
ト
、
振
分
山
ル
ー
ト

の
一
部
を
廃
止
。 

 

こ
れ
ら
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明

会
へ
の
参
加
は
申
込
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
限
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】９
月
19
日(

木) 

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分 

【場
所
】 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー(

ウ
ェ
ブ
同
時
配
信) 

※
ウ
ェ
ブ
配
信
で
参
加
希
望
の
方
に
は
、
開
催
日
前

日
に
会
議
の
ア
ド
レ
ス
を
お
送
り
し
ま
す
。 

【申
込
方
法
】 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【申
込
締
切
】９
月
13
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

k
s
_o

g
a
sa

w
a
ra

sy
o
to

u
_p

o
stm

a
ste

r@
m

a
f

f.g
o
.jp

 

    

国
有
林
内
の
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

は
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・生
育
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
な
地
域
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
民
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
る
世
界
遺
産
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
に
設
定
さ
れ

た
指
定
ル
ー
ト
以
外
は
、
原
則
と
し
て
立
入
を
ご
遠

慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
指
定
ル
ー
ト
沿
い
の
木
の
枝
を
折
る
、
石
や

植
物
を
採
取
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
各
種
法
令
違
反

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
厳
に
慎
む
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
場
合
は

ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

・小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

・環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２―

７
１
７
４ 

・村
役
場 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

   
 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
の

提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
す
。 

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
資
料
の

配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申
込
み
締
切
日
ま

で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

１
村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
に
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易
講
習) 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「年
間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２
調
査
・研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。
有
効
期
間

を
過
ぎ
て
引
き
続
き
入
林
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】９
月
20
日(

金) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

・小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
４
０
３ 

・小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２―

２
１
０
３ 

   

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。 

本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部

の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域 

(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

。 

 
 

※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

９
月
７
日(

土) 

 

赤
旗
山
・巽
谷
・中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、 

通
行
止
め
区
間
な
し 

９
月
８
日(

日) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

「指
定
ル
ー
ト
の
追
加
及
び
一
部
廃
止
」

に
係
る
説
明
会 

 

指
定
ル
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会(

父
島
・母
島) 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除 
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９
月
９
日(

月) 

 
①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
13
日(

金) 

 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

９
月
14
日(
土) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
15
日(

日) 

 

三
日
月
山
・大
滝
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

９
月
25
日(

水) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
26
日(

木) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

９
月
27
日(

金) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
28
日(

土) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

       

  

ｉ
ｎ 

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ 

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ 

小
笠
原
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

 

東
京
都
は
海
ご
み
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
清
掃

活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
「使
い
捨
て
」な
ど
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
「Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
父
島
・母
島
で

海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

観
光
の
方
を
含
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
活

動
も
あ
り
ま
す
。
世
界
的
に
深
刻
な
課
題
で
あ
る
海

洋
汚
染
か
ら
、
小
笠
原
の
青
く
透
き
と
お
る
海
を
守

る
た
め
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【実
施
期
間
】９
月
９
日(

月)

～
18
日(

水) 

【内
容
】 

○
海
岸
に
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て
み
ん
な

で
清
掃
活
動(
父
島
・母
島) 

○
大
村
海
岸
で
の
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
案
内

に
よ
る
清
掃
活
動(
父
島) 

○
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
等
で
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
案
内
に

よ
る
海
岸
清
掃
活
動(

父
島) 

※
清
掃
活
動
に
参
加
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
く

だ
さ
っ
た
方
に
は
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

※
詳
細
・参
加
方
法
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク

シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

(

本
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て) 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
環
境
共
生
部 

東
京
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー 

０
３―

６
６
６
６―

９
１
６
２ 

(

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て) 

東
京
都 

環
境
局
資
源
循
環
推
進
部 

一
般
廃
棄
物
対
策
課 

０
３―

５
３
８
８―

３
５
８
１ 

 

   

【９
月
の
開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

○
写
真
展
「昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

○
「小
笠
原 

地
名
展
～
お
が
さ
わ
ら 

地
名
も
歴
史

も 

お
も
し
ろ
い
」 (

本
館)

開
催
中 

 
 

意
外
と
知
ら
な
い
地
名
の
由
来
を
紹
介
し
ま
す
。 

【企
画
展
】 

○
小
笠
原
の
棘
皮
動
物
展
リ
タ
ー
ン
ズ(

新
館)

10
月

１
日
ま
で
開
催
予
定 

 
 

２
０
２
２
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
棘
皮
動
物
展
の

縮
小
版
で
、
写
真
や
標
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

【講
演
会
】東
京
都
立
大
学
公
開
講
座 

《タ
イ
ト
ル
》「Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
と
企
業
価
値
」 

《内
容
》 

企
業
の
将
来
業
績
の
指
標
と
し
て
の
役
割
や
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
反
映
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
と

株
価
と
の
関
連
性
を
中
心
に
、
昨
今
の
資
本
市
場
を

中
心
と
し
た
財
務
会
計
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。 

《演
者
》野
口
昌
良 

(

東
京
都
立
大
学 

経
済
経
営
学
部 

教
授) 

《日
時
》９
月
16
日(

月) 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 (

予
定) 

《場
所
》ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

《主
催
》東
京
都
立
大
学 

小
笠
原
研
究
委
員
会 

《共
催
》一
般
社
団
法
人
ビ
ー
ア
イ
オ
ー 

《協
力
》公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、 

小
笠
原
村 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

     

２
０
２
４
年
第
１
号
！
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
誕
生 

 

夏
本
番
を
迎
え
た
小
笠
原
の
海
で
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
お
腹
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
た
り
、

新
生
児
を
連
れ
て
い
た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
16
個
体
の
誕
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
年
は
何
頭
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る

の
か
楽
し
み
で
す
ね
！
さ
て
、
今
号
で
は
今
年
出
産

し
た
個
体
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

今
年
一
番
に
出
産
の
報
せ
が
届
い
た
個
体
は
、
＃

２
６
６(

Ｅ
Ｙ
Ｅ)

と
い
う
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
し
た
。
体

の
右
側
に
目
の
よ
う
に
見
え
る
２
つ
の
ダ
ル
マ
ザ
メ
に

よ
る
傷
跡
が
あ
る
こ
と
が
、
名
前
の
由
来
で
す
。
２
０

１
０
年
か
ら
、
聟
島
海
域
と
父
島
海
域
で
観
察
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
５
月
３
日
に
は
、
彼
女
の
お
腹
が

膨
ら
ん
で
い
る
姿
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

同
年
６
月
17
日
、
胎
児
線(

母
親
の
お
腹
の
中
で
丸

ま
っ
て
い
た
時
に
つ
い
た
数
本
の
シ
ワ)

が
あ
る
赤
ち

ゃ
ん
を
連
れ
て
い
る
様
子
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｙ

Ｅ
の
出
産
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。 

             

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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今
回
ご
紹
介
し
た
親
子
の
他
に
も
、
こ
れ
か
ら
新

生
児
を
連
れ
た
イ
ル
カ
に
遭
遇
す
る
機
会
が
だ
ん
だ

ん
増
え
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
イ
ル
カ
た
ち
が
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
普
段
以
上
に
優
し
い

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 【ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵

守
の
お
願
い
】 

小
笠
原
の
海
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち
の
生
活
に
負

荷
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
観
察
者
の
安
全

と
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、
小
笠
原
村
観
光
協
会

に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
が
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
主
ル

ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船
の

大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。(

ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る) 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
対
す
る
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回

数
を
、
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
を
配
慮

す
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
280 

  
―

産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
了―

 

４
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

も
つ
い
に
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
大
村
海
岸
で
実

施
し
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
中
は
、
村
民
の
皆
様
に

も
消
灯
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
産
卵
シ

ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
を
探
す
調

査
で
は
炎
天
下
の
砂
浜
の
暑
さ
に
も
苦
し
め
ら
れ
、

毎
回
帰
路
に
着
く
頃
に
は
精
根
尽
き
果
て
フ
ラ
フ
ラ

に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。 

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
産
卵
調
査
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が

巧
み
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
産
卵
巣
を
ひ
た
す
ら

探
す
調
査
で
す
。
現
在
父
島
列
島
で
調
査
し
て
い
る

産
卵
海
岸
は
23
ヶ
所
あ
り
ま
す
が
、
海
岸
を
端
か
ら

端
ま
で
歩
き
、
カ
メ
が
掘
っ
た
形
跡
を
全
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
き
ま
す
。
調
査
し
た
産
卵
巣
は
目
印
に
木
の

枝
を
３
本
立
て
ま
す
が
、
産
卵
ピ
ー
ク
時
は
１
週
間

も
経
た
な
い
う
ち
に
全
て
の
木
の
枝
が
倒
さ
れ
て
砂

浜
の
形
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
カ
メ

と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
の
よ
う
な
こ
の
調
査
。
絶
対
に
産

卵
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
産
卵
跡
で
卵
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
時
は
、
体
力
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
疲
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
産
卵
巣

を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

 
か
つ
て
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
過

去
を
持
つ
小
笠
原
で
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
保
全
活
動(

人
工
ふ
化
放
流
事
業)

が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
文

化
も
維
持
し
て
き
た
小
笠
原
は
、
「ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ

な
が
ら
守
る
」と
い
う
世
界
で
も
稀
有
な
環
境
を
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
個
体
数

は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
小
笠
原
で

す
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
前
述
の
産
卵
調

査
で
確
認
し
た
産
卵
巣
の
数
で
す
。
海
を
泳
ぐ
ウ
ミ

ガ
メ
の
個
体
数
を
数
え
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

産
卵
巣
の
数
で
現
状
の
個
体
数
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
、
ふ
化
後
に
ふ
化
殻
を
数
え
る
こ
と
で
将
来
的

に
小
笠
原
に
来
遊
す
る
個
体
数
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
文
化
の
残
る
小
笠

原
で
は
、
カ
メ
の
個
体
数
管
理
の
た
め
に
も
継
続
し

た
産
卵
調
査
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

◎
稚
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

母
ガ
メ
は
島
回
り
か
ら
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
脱
出
し

た
ば
か
り
の
稚
ガ
メ
が
街
灯
な
ど
の
光
源
に
引
き
寄

せ
ら
れ
、
砂
浜
か
ら
道
路
に
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
街
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
稚
ガ
メ

を
見
つ
け
た
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２‐

２
８
３
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 

夜
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「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S

A
V

A
R

A

」(

鈴
木
明
訳)

が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編(

終) 

我
々
の
旅
の
目
的
が
芸
術
的
な
も
の
で
あ
る
と
日

本
の
官
憲
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の

た
め
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
時
々
「客
」を
寄
こ
し
て
、

私
た
ち
の
書
い
た
絵
に
特
別
な
注
意
を
払
い
、
表
も

裏
も
調
べ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
外
は
当
局
に

不
快
な
思
い
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
秘
か

な
使
者
は
と
て
も
礼
儀
正
し
く
何
杯
か
お
茶
を
飲
む

と
ね
ん
ご
ろ
な
挨
拶
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
当

局
が
私
た
ち
を
信
用
し
て
い
な
い
別
の
兆
候
も
あ
り

ま
し
た
。
私
が
初
め
て
大
村
に
行
っ
た
時
、
絵
葉
書
を

た
く
さ
ん
買
い
、
絵
葉
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
あ
ち

こ
ち
へ
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
用
に
取
っ
て
お

き
た
か
っ
た
の
で
別
の
日
に
購
入
し
よ
う
と
思
っ
た

が
、
ど
こ
に
も
な
く
そ
の
後
は
１
枚
も
手
に
入
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
横
浜
か
ら
出
航
す
る
以
前
か
ら
も
奇
妙
な

出
来
事
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
横
浜
で
私
た
ち
の
荷

物
を
運
ん
で
い
た
運
送
屋
が
ト
ラ
ン
ク
ご
と
ど
こ
か

へ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
丸
１
時
間
待
っ
た
の
で

す
が
見
つ
か
ら
ず
、
私
た
ち
は
ト
ラ
ン
ク
を
持
た
ず

に
乗
船
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
出
港
寸
前

に
我
々
の
も
と
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
運
ん
で
き

た
の
は
別
の
人
で
し
た
。
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
は
、

ブ
リ
ュ
ル
ー
ク
一
家
の
ミ
シ
ン
と
ブ
リ
ュ
ル
ー
ク
が
道

中
に
詩
を
書
き
付
け
て
い
た
ノ
ー
ト
で
、
ミ
シ
ン
は
横

浜
に
戻
っ
た
時
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
結
局
ノ
ー
ト

は
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

島
か
ら
戻
る
船
の
し
か
る
べ
き
席
を
確
保
す
る
た

め
に
出
航
一
日
前
に
乗
船
す
る
と
、
扇
浦
の
い
つ
も
の

セ
ン
ド
ー
さ
ん
が
私
た
ち
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大

村
の
突
堤
に
は
村
人
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
家
主
と
奥
さ
ん
、
お
店
の
人
た
ち
、
学
校

の
先
生
、
指
物
師
、
理
髪
師
、
巡
査
そ
の
他
に
も
沢
山

い
ま
し
た
。
船
が
岸
か
ら
離
れ
る
と
「サ
ヨ
ナ
ラ
」と
叫

ぶ
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
、
私
た
ち
も
み
ん
な
で
手

を
振
り
ま
し
た
。 

帰
路
は
３
等
で
一
人
あ
た
り
12
円
支
払
い
ま
し
た
。

船
首
に
大
部
屋
が
あ
り
上
下
２
段
に
寝
床
が
張
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
船
は
ほ
ぼ
満
室
で
、
私
た
ち
が
村
や
周

辺
で
知
り
合
っ
た
人
が
大
勢
い
ま
し
た
。
ど
こ
も
賑

や
か
で
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
に
合
わ
せ
て
誰
か
が
サ
ミ

セ
ン
を
弾
き
何
人
か
の
若
者
た
ち
が
終
わ
る
こ
と
の

な
い
「ウ
タ
」を
歌
い
始
め
ま
し
た
。 

食
事
は
１
日
に
３
回
で
、
各
席
に
配
ら
れ
２
等
の

食
事
と
特
別
な
差
が
な
い
内
容
で
し
た
。
船
は
揺
れ
、

荷
物
が
動
き
始
め
た
が
、
運
を
天
に
任
せ
て
眠
り
に

つ
き
ま
し
た
。
２
日
後
、
八
丈
島
に
到
着
し
１
泊
、
横

浜
に
到
着
す
る
と
、
春
の
目
覚
め
の
真
最
中
で
あ
り
、

真
っ
赤
な
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
日
本
の
春
が
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

フ
ィ
ア
ラ
に
と
っ
て
小
笠
原
へ
の
旅
は
忘
れ
ら
れ
な

い
体
験
で
し
た
。
再
び
島
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
フ
ィ
ア
ラ
が
残
し
た
絵
に
よ
っ
て
１
０

０
年
前
の
小
笠
原
の
記
憶
は
生
き
続
け
、
現
代
の
私

た
ち
も
そ
の
頃
の
島
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

・・・次
回 

続
・小
笠
原
の
今
と
昔(

完)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
二
貝
「在
り
し
日
の
マ
イ
マ
イ
」 

 

私
が
初
め
て
小
笠
原
に
来
た
時
か
ら
比
べ
る
と
、

今
は
も
う
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
固
有
カ
タ
ツ

ム
リ
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
父
島
や
母
島
で
カ
タ
マ
イ

マ
イ
を
、
あ
ち
こ
ち
で
普
通
に
見
か
け
た
記
憶
が
あ

る
人
た
ち
も
、
こ
れ
か
ら
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
、
か
つ
て
の
カ
タ
ツ
ム
リ
王
国
の
実
像
は
、
失
わ
れ

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
記
録
と
し
て
は
残
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
映
像
と
し
て
再
構
成
で
き
る
ほ
ど
、

人
間
の
想
像
力
は
高
く
な
い
し
、
Ａ
Ｉ
の
能
力
に
も

限
界
が
あ
る
。 

い
ず
れ
溶
け
る
よ
う
に
実
像
が
失
わ
れ
て
い
く
の

が
歴
史
の
宿
命
で
あ
る
。 

実
の
と
こ
ろ
、
昔
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
私
の

経
験
さ
え
、
そ
の
前
の
世
代
か
ら
見
れ
ば
、
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
劣
化
し
た
光
景
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
直
前
の
１
９
４

０
年
、
貝
類
学
者
の
大
山
桂
が
母
島
を
訪
れ
、
カ
タ
ツ

ム
リ
の
調
査
を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
沖
村
の
民
家
の
木
に
、
オ
ガ
サ
ワ

ラ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
が
群
が
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
今
は
絶
滅
し
た
オ
ガ
サ
ワ
ラ
キ
ビ
も
、
バ
ナ
ナ
の
木

に
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
と
い
う
。 

乳
房
山
に
登
る
道
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
見
渡
す

限
り
の
畑
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
道
脇
の
ク
ワ
ズ
イ
モ
に

オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
類
が
這
っ
て
い
た
と
い
う
。
今
は

死
殻
さ
え
少
な
い
桑
の
木
山
の
旧
道
で
も
、
真
っ
黒

な
ヌ
ノ
メ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
が
ぽ
つ
ぽ
つ
見
つ
か
っ
た
と

い
う
。 

 

想
像
力
さ
え
及
ば
な
い
、
そ
ん
な
昔
の
姿
に
生
物
相

を
戻
す
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
の
よ
う
に
思
え
る
。

た
ぶ
ん
私
た
ち
の
保
全
対
策
の
目
標
は
、
昔
に
戻
す

こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
今

残
る
も
の
た
ち
に
、
未
来
を
残
す
こ
と
な
の
だ
ろ
う

と
思
う
。 

  

               
【文
】環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

和
田 

慎
一
郎 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 
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 父 島 ・ 母 島 の ネ ズ ミ 対 策 に つ い て   

[関係機関で取り組んでいること] 

平成 27年度から「有人島におけるネズミ対策にかかる行

政連絡会」等で対策を議論しており、小笠原の無人島での対

策手法で有人島からネズミを根絶することは、環境影響や技

術的な問題等から、現時点では難しい状況です。当面は一斉

防除の範囲拡大や効率的な防除方法の検討をするとともに、

以下の取組を組み合わせながら、被害の抑制を図ります。 

自主防衛への支援 

 ◇ネズミ対策技術に関する助言・指導 

 ◇ネズミ対策技術に関する広報、相談窓口の設置 

集落地・農地周辺のネズミ被害の低減 

 ◇カゴ罠、ベイトステーションの無料貸出 

◇河川、道路、集落内園地等の維持管理（草刈り等） 

 ◇住居周辺における対策（ごみステーションの衛生指導） 

 ◇農地内の殺鼠剤購入補助等 

ネズミに関する生態的情報の収集 

 ◇山域におけるネズミ類の増減のモニタリング 

 ◇奥村地区でのネズミ類の増減のモニタリング 

生態系保全のためのネズミ対策 

 ◇希少植物の食害防止措置（東平、石門等） 

[ネズミに関する相談の窓口について] 

＜生活環境での被害＞ 

◇島しょ保健所小笠原出張所      ２－２９５１ 

 ◇村役場環境課            ２－２２７０ 

 ◇村役場母島支所           ３－２１１１ 

＜農作物食害対策＞ 

 ◇東京都小笠原支庁産業課       ２－２１２５ 

◇村役場産業観光課          ２－３１１４ 

＜生態系への被害＞ 

 ◇環境省小笠原自然保護官事務所    ２－７１７４ 

 ◇林野庁小笠原森林生態系保全センター ２－３４０３ 

 ◇東京都小笠原支庁土木課       ２－２１６７ 

[小笠原のネズミのこと] 

外を歩いていると、ネズミが道路などを横切っていくのをよく見かけませんか？ 

父島にはクマネズミとハツカネズミ、母島には加えてドブネズミがおり、これらのネズミは全て外来種であり、生態系のほか、

食品や農作物を食い荒らす、家具や配線をかじるなど、私たちの生活にも様々な影響を与えています。 

また、小笠原の世界自然遺産の価値を守る取組としてネコ対策を進めており、アカガシラカラスバトなどが身近になってきたと

いう成果がある一方で、ネズミの被害や目撃機会が増えたとの声を多くいただいています。これに関しては、ネコ対策のほか、  

気象やネズミのエサとなる植物の豊作・凶作などの影響が考えられますが、はっきりとした因果関係は解明されていません。 

無人島では生態系を守るためにネズミ対策が進められており、父島・母島でも対策を考える必要があります。まずは各人で自身

の財産を守るための自主防衛と、これ以上数を増やさないための取組が重要です。この具体的な方法などについてお知らせします。 

カゴ罠によるネズミの集落一斉防除を行政機関と関係団体で実施します。なお、近接する住宅や事業所等においても

同様の取組を一斉に行うことで、防除の効果が高まることが期待されます。 

カゴ罠等の貸出（村役場環境課 2-2270・母島支所 3-2111）も受け付けています。ご協力をよろしくお願いいたします。 

実施期間 母島：９月９日（月）～ ９月１３日（金） 父島：１０月７日（月）～ １１日（金） 
今回から一部の行政機関と関係団体の施設において、殺鼠剤を充填したＢＳ設置による防除を試行します。 

試行期間 母島９月９日（月）～ ９月２０日（金） 父島：９月３０日（月）～１０月１１日（金） 
期間中はＢＳ周辺にネズミの死亡個体が多く出る可能性があるため、概ね毎日点検を行い、死亡個体は回収する予定です。 

[私たちができること] 

 ■ネズミが生息しづらい環境を整え維持する 

→エサになるものの撤去、夜間のゴミ出しをしない 

 →巣に使われそうな材料の整頓、家周りの草刈り 

 →侵入口になるすきまをふさぐ 

 ■カゴ罠や殺鼠剤、粘着トラップによる捕獲・駆除 

 →カゴ罠、殺鼠剤を入れる 

ベイトステーション（BS）

の無料貸出の活用（環境

課・母島支所） 

 →農業者等向けの殺鼠剤・

BS購入補助※の活用 

（産業観光課） 

※購入方法・要件等は小笠原

アイランズ農協にお問い

合わせください。 

殺鼠剤を使用する際の注意点 

 殺鼠剤は穀物が主成分です。

穀物を好むアカガシラカラス

バトやオガサワラカワラヒワ

などによる殺鼠剤の誤食を防

ぐため、殺鼠剤をBSに入れる

方法をお勧めします。 ＢＳに充填した殺鼠剤 

カゴ罠 

ＢＳ設置イメージ 

[ネズミは食中毒菌のかたまり？] 

小笠原では、ネズミをはじめとして、グリーンアノールな

どの爬虫類や淡水魚に、高熱と激しい下痢を引き起こすサル

モネラ菌が潜んでいます。令和元年度に保健所が行った調査

でも、クマネズミからサルモネラ菌が検出されています。 

 ネズミやそのフンには素手で触らないようにし、もし触っ

てしまった場合には手洗いをしっかりと行いましょう。 
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知ろう！防ごう！慢性腎臓病 

～腎臓編～ 

尿検査 
尿たんぱくの結果が（＋）以上 

血液検査 
eGFR 値が基準値より低い 
血清クレアチニン値が基準値より高い 

 

 

・減塩を心がけよう！ 
→減塩調味料を活用しましょう。 

・節酒を心がけよう！ 
→週２回は休肝日を設けましょう。 

・エネルギーの取り過ぎを防ごう！ 
→よく噛んで食べましょう。 

・適度に運動しよう！ 
→歩いて通勤してみましょう。 

・禁煙をしよう！ 
→タバコは血管を収縮させ血圧が上昇します。 

・定期健診を受けよう！ 
→病気の早期発見・早期治療が大事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 老廃物がうまく排泄できなくなったり体に必

要なたんぱく質まで尿と一緒に排泄してしまい
ます。具体的な症状は以下のようなものですが

自覚症状がないことがほとんどです。  
  
 
 
 
 

～腎臓にとって高血圧を防ぐことが重要です～ 

 
 

                                

                                 

                               
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第２９５号 ― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ： 腎臓を守る生活習慣って、身体にとっても良いことだね。 

保健師： はい、腎臓はたくさんの細かい血管が集まる臓器なので心臓や血管との関係は切っても

きれません。日ごろの健康管理が大切ですね！ 

クジラ：生活習慣の見直しと定期的な健康診断の受診で腎臓を守ろう！ 

腎臓ってどんな臓器？？ 

 腎臓の機能は加齢とともに低下していきます。大人の約８人に１人は慢性腎臓病とも言われており、初期の自覚症状

がほとんどなく、知らず知らずのうちに悪化してしまいます。腎臓の機能が悪化し続けると正常な状態に戻すことはで

きず、日頃の生活習慣での腎機能の維持がとても重要です。今回は腎臓の働きについて振り返り、生活習慣を見直しま

しょう！ 

腎臓を守る生活習慣 

 

腎臓は腰あたりに左右1個ずつある、握りこぶし大(約

150ｇ)の臓器です。無数の細い血管でできており、以下
の働きをしています。特に重要なのが老廃物や余分な塩

分を尿として外に出す働きです。腎臓は１分間に約１L
もの血液をろ過しています。高血圧や糖尿病などの生活

習慣病があると腎臓の血管に傷がつきやすく腎臓の機
能が低下します。 

 

尿をつくる 

血液をつくる 

働きを助ける 

血圧を 

調整する 

ビタミンD 

活性化 

体内環境の 

バランスを保つ 

こんな検査結果は要注意！！ 

腎臓の機能が低下すると・・・ 

疲れやすい 
だるい 

貧血 
めまい 高血圧 

いくつかの症状があてはまる場合は 
受診しましょう。 

たんぱく尿 
(尿が泡立つ) 

これらの検査結果と症状を総合判断して 
慢性腎臓病と診断されます。 

慢性的に経過・進行する腎臓病全般のことです。

生活習慣病の１つといわれ、患者数は年々増加して
います。進行すると人工透析が必要になったり、 

心筋梗塞や脳梗塞の危険が増すと言われています。 

慢性腎臓病って？？ 

手や足が 

むくむ 

こんな症状があったら要注意！ 

けんこう通信 



敬老大会(父島)/母島の森 森づくり体験

おがっ子アート・スクール(父島)

東京都立大学公開講座(父島)

総合防災訓練/母島巡回労働相談 乳幼児計測会(母島)
産科・婦人科専門診療(父島)(～５日) シロアリ対策事業(第２回)申込(～２7日)

キッチンカー出店者(扇浦園地)申込(～17日)

村民税・都民税・森林環境税(第２期)等　納期限

入港日 出港日

行政相談所(父島)

環境省「世界自然遺産地域連絡会議」

保全センター「指定ルートの追加・一部廃止」説明会

定期予防接種(父島・母島) 小笠原村健康診断（がん検診等）事前登録〆切日

テレビ放送の一時休止(父島) 親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

「母島太陽光発電設備」説明会(母島) 東京都児童相談センター巡回相談申込〆切

森林生態系保護地域入林簡易講習会受講〆切

出港日 入港日

都ノヤギ排除(～９日) 子ども茶道教室①

テレビ放送の一時休止(母島) 交通安全キャンペーン(父島)

入港日 出港日

ネズミの一斉防除(母島)(～13日)

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)
ＴＯＫＹＯ海ごみゼロアクション(～18日)

村議会(決算特別委員会)

親子教室(すくすくキッズ)(父島)

都ノヤギ排除(～２８日)

村議会(本会議) 村議会(決算特別委員会・本会議)

母島巡回ペット診療・相談(・12日) 母島交通安全講習会

出港日 シロアリ対策事業(第２回)(父島)(～10/3)

村議会(各委員会・本会議) 「兄島 ヘリによる殺鼠剤の空中散布」説明会

乳幼児健診・歯科健診(父島) 電話による無料法律相談

環境省「世界自然遺産地域連絡会議」申込〆切 いきいきウォーキング(母島)申込〆切

都ノヤギ排除(～１５日) 入港日

「指定ルートの追加・一部廃止」説明会申込〆切 小中高 連合運動会(父島)

いきいきウォーキング(母島)

皮膚科専門診療(母島)(・３０日)

子ども茶道教室②

入港日 日商簿記検定申込(～10/17)

子ども茶道教室申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　２日・4日・6日・９日・11日・13日・1８日・20日・22日・25日・27日・３０日

15 日

土 29 日

30 月

28 土金

14

13

27 金12 木

水 26 木

25 水火

11

10

9

8

月 24 火

23 月日

7

金

6 金

土 22 日

21 土

2

5 木 20

4 水 19 木

日

3 火 18 水

月 17 火

16 月

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

9月のカレンダー

敬老の日

秋分の日

振替休日


